
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４６号 

発行   平成 23 年 5 月 30 日 

編集 国土交通省 東北地方整備局 

  新庄河川事務所 鮭川出張所 

施工業者：川田建設(株)   

工   期：H23、3、9～H24、3、31 

鮭川出張所管内において、堤防の除草や養生、軽微な河岸や

堤防の補修及び災害時緊急復旧作業、河川管理施設の維持修

繕工事を行います。 

施工業者：(株)柴田組 

工   期：H23、3，8～ 

             H23、10，20

最上内川合流点～沼前川合流点

までの鮭川左岸堤防を完成堤防と

し、より一層の洪水被害の軽減を

図ります。 

・・・施工部分 

-標準断面図- 

鮭川橋 

観音寺橋 

鮭川小学校 

鵜頭坂地区 

鮭
川 

最上内川 

真木地区 

HWL 

ダンプ表示板 

堤防に盛土する土を運ぶダンプに、ダンプ表示板

を掲示します。 

安全運転につとめるように指導しておりますが、

お気づきの点がありましたら出張所までお知ら

せ下さい。 

 工事は「安全第一」で行います。 

工事中は大型車の通行など、ご近所にお住まいのみなさまにはご迷惑をおかけしま

すが、ご理解とご協力を宜しくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３／１０真室川小学校 1 年生の皆さん 48 名が安久土

橋下の金山川で、鮭の稚魚放流を行いました。     

この日放流したのは、学校で育てた稚魚とふ化場で育

った稚魚の併せて 2 万６千匹。鮭は約 4 年後にこの川

に帰ってきますが、戻って来られるのは 1000 匹のう

ちたったの数匹だそうです。また、稚魚は放流された川

の水を覚えていて、それを頼りに戻ってくるため、鮭が

無事に戻ってくるためには、この川の水をきれいに保つ

ことが必要とのお話も伺いました。 

 小学生の皆さんは「元気でね」「無事に戻ってきてね」

と声をかけながら、そっと稚魚を川に放流していまし

た。 

大 き く な っ て

戻 っ て き て ね

♪ 

岩木地区（鮭川村内）に災害時等の非常用の土砂

を備蓄するための側帯を設置しました 

側帯
（盛土）

天端高

川 堤防 

非常時には側帯の土

砂を掘削し水防活動

等に利用します！ 

昨年 9 月の洪水で破損した真室川防災ステー

ション前のゴミ捕捉施設を補修しました。 

2 月 28 日、鮭川出張所管内の樋門操作に従事している操作員を対象とした樋門操作の講習会を開催しま

した。管内には３６の樋門があり、現在 68 名の地元の方々が、洪水の際には住宅や田畑に川の水を進入さ

せないよう樋門操作を行っていただいています。 

毎月の点検や洪水時の樋門操作、

地震発生時の点検など、昼夜を問

わずに出動していただきどうも

ありがとうございます。 

これからもよろしくお願いしま

す。 

補修後 

側帯 

洪水直後 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒 999-5203 

山 形 県 最 上 郡 鮭 川 村 大 字 川 口 字 鶴 田 野 3018-4 

国 土 交 通 省  新 庄 河 川 事 務 所  鮭 川 出 張 所  担 当  田 中 ・ 三 堀  

TEL 0233-55-3020   FAX 0233-55-3083 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http://www.thr .ml it .go . jp/shinjyou/ 

★ 「 み ず お と 」 を ご 覧 に な っ て の 感 想 や ご 意 見 を お 寄 せ 下 さ い 。  

★ 工 事 現 場 や 河 川 管 理 施 設 を 見 学 さ れ た い 方 は 鮭 川 出 張 所 ま で ご 連 絡 下 さ い 。  

  ３月１１日、東北地方太平洋沖を震源とするマグニチュード９．０の巨大地震が発生し、新庄河川事

務所（以下、新庄河川）管内では、最大震度５強を観測しました。この地震により、東北地方をはじめ

とする各地に甚大な被害が生じましたが、新庄河川管内の河川・砂防施設、土砂流出、地すべり等の被

害、異常はありませんでした。 

 東北地方整備局では、特に被害の大きかった岩手・宮城・福島県を中心に、震災直後から全整備局の

支援を受け国道や航路の啓開作業による交通網の確保、被災した河川堤防や海岸の緊急復旧など、住民

の安全確保のため、全力で取り組んできました。 

 新庄河川でも、排水ポンプ車や通信機器の貸与及び自治体の情報収集や調整のため被災地へ職員を派

遣しました。また、緊急支援物資の提供等も行ってきました。 

災害対策現地情報連絡員（リエゾン） 

 新庄河川では、発災翌日（３月１２日）から宮城県石巻市へ災害対策現

地情報連絡員（リエゾン）を派遣し、被害状況等の各種情報収集と関係機

関との連絡調整を行っています。３月２１日からは派遣先を女川町に変更

し、５月１３日現在、延６３名の職員を派遣しています。 

 今回の災害は、被災地自治体の庁舎や通信施設、さらに職員に大きな打

撃をもたらしており、持参した衛星携帯電話は被災地域の重要な通信手段

となりました。 

 また、町の要望等を東北地方整備局に逐次連絡し調整を図り、仮設住宅

の適地のアドバイス等、技術的な対応を行いました。 

～湛水区域の解消と行方不明者捜索に貢献～ 

 新庄河川では、津波により冠水した地域の排水のため、３月２４日

より宮城県石巻市・名取市・亘理郡亘理町・亘理郡山元町、福島県相

馬市等へ排水ポンプ車４台と照明車２台を派遣し、排水作業を行って

います。 

 排水作業は２４時間体制で実施し、５月１３日までの排水量は２７

０万m3、東京ドーム約２．２杯分に達しています。 

 この排水作業は、行方不明者の捜索にも貢献しました。     

排水作業状況 

排水作業後の捜索状況 ※派遣職員は食料や宿泊等、全て自己完結型で実施 

仮設住宅の適地アドバイス 

270 万 m3 を排水 

女川町職員との打合せ 


